
「防災」と「障がいのある方への情報提供」に関する
アンケート集計

京都市会議員

　

西山

　

信昌



アンケートの概要

１、 ア ンケー トの目的

　

平成２９年９月発行の「下京まっすぐジャーナル第６号員こ掲載した防災や障

害者差別解消法、わかりやすい情報提供に関し、市民の意見を調査し、今後の市

政に反映すべき課題等を明らかにするため実施した。

２、 アンケー トの方法

下京区内の「下京まっすぐジャーナル第６号」送付対象世帯のうち、地域間の

偏りがでないように２，０００世帯を抽出し、「下京まっすぐジャーナル第６号」

とともに、 アンケート用紙及び料金受取人払郵便の返信用封筒を同封のうえ郵

送美した。

３、 アンケー トの期間

平成２９年９月 ２５日にアンケートを発送し、 平成２９年１０月 ２０日まで

の返送を依頼した。

４、 回答数

１２５件



アンケート結果を得ての所感

防災について

防災訓練に 「ほとんど参加したことがない （参加したことがない）」 人が４割

を超えた。今後の防災力の強化を考える上において、この層にどのようにアプロ

ーチしていくかが課題と思われる。それにあたっては、防災訓練に参加したこと

がない理由として、「開催されているのを知らない」 との回答が最も多く、 周知

の徹底や工夫により、 より多くの方が防災訓練に参加することが見込まれると

思われる。

　

また、避難情報の一部名称変更の認知度も低いことがわかり、防災意識の底上

げの必要性を感じさせる結果となった。

　

私自身、 引き続き防災力の向上に向けて全力で取り組んでまいりたい。

障がいのある方への情報提供について

　

障害者差別解消法の認知度はまだまだ低く、 更なる啓発の必要性を感じる結

果となった。 「わかりやすい版」 などわかりやすい情報提供の推進については、

大多数の人が市が取り組みを進めることに賛意を示す結果となった。今般、市の

障がい者施策の根幹である 「京都市障害者施策推進計画 （はぐくみ支え合うま

ち・京都ほほえみプラン） において、「わかりやすい版」 が作成されることは大

きな前進であり、今後、市政をはじめ社会のあらゆる場面でわかりやすい情報提

供が広がることを期待し、 私も引き続き取り組んでまいりたい。



アンケート集計 【概要版】

① 性別・年齢について教えてください。

　

性別

　

１

　

男性 （５０名）

　　

２

　

女性 （５６名）

　　

無回答 （１９名）

　

年齢 （２０歳未満 （０名）

　

２０代 （０名）

　

３０代 （２名）

　

４０代 （６名）

　

５０代 （１１名）

　　　

６０代 （２７名）

　

７０代 （４６名）

　

８０代 （２６名）

　

９０歳以上（４名） 無回答（３名））

②地域で実施されている防災訓練への参加状況について教えてください。

　

１

　

概ね年に１回は参加している（４１名）

　　

２

　

２～３年に１回は参加している（２９名）

　

３

　

ほとんど参加したことがない （参加したことがない）（５３名）

　

無回答 （２名）

【②で 「３ほとんど参加したことがない（参加したことがない）」 と答えた方のみお答えください】

③参加したことがない理由について、最もあてはまるものはどれですか。

　

１

　

開催されているのを知らない（１９名）

　　

２

　

見知らぬ人が多いので行きづらい（５名）

　

３

　

時間がない （１２名）

　　

４

　

参加する必要性を感じない（５名）

　

５

　

その他 （１０名）

　

無回答 （７４名）

④避難情報の名称の一部が、 避難準備情報→避難準備・高齢者等避難開始、 避難指示→避難指示

（緊急） に変わりましたが、 ご存じでしたか。
１

　

はい （３７名）

　　

２

　

いいえ （今回はじめて知った） （８５名）

　

無回答 （３名）

【④で「１はい」 と答えた方のみお答えください】

⑤避難情報は、避難準備鴛高齢者等避難開始→避難勧告→避難指示（緊急）の順に緊迫度が高くな

りますが、 ご存じでしたか。

１

　

（変更前の名称だが） １年以上前から知っている （８名）

２

　

この１年くらいの間に知った （２７名）

　　

３

　

今回はじめて知った （１６名）

無回答 （７４名）

⑥障害者差別解消法が平成２８年４月「日から施行されました。 この法律では事業者に対して、

　

「不当な差別的取扱い」を禁止し、「合理的配慮の提供（事業者においては、対応に努めること）」

　

を求めています （以下 「法律の内容」 といいます）。 このことに関連してお尋ねします。

　

１

　

法律の名称も法律の内容も知っていた （１４名）

　

２

　

法律の名称は知らなかったが、 法律の内容は知っていた （２６名）

　

３

　

法律の名称のみ知っていた （９名）

　

４

　

法律の名称も法律の内容も今回はじめて知った （６８名）

　

無回答 （８名）

⑦活字情報の理解に困難さを抱えている方に対して、漢字にルビをふったり、平易な表現にこころ

　

がけたいわゆる 「わかりやすい版」 を作成されている事例があることはご存じでしたか。

　

１

　

はい （１７名）

　　

２

　

いいえ （今回は じめて知った） （１０２名）

　

無回答 （６名）



⑧市が今後「わかりやすい版」の取り組みを進めるとすれば、そのことについてどう思いますか。

　

１

　

ぜひ進めるべき （７４名）

　　

２

　

どちらかといえば進めるべき （３３名）

　

３

　

わからない （９名）

　

４

　

どちらかといえば進めるべきでない （１名）

　　

５

　

進めるべきでない （１名）

　

無回答 （７名）

⑨ 「わかりやすい版」や今回の下京まっすぐジャーナルの「わかりやすい版」の取り組みにご意見

　

がございましたら、 ぜひお聞かせください。

省略

⑩その他、市政に関するご意見、 ご提案、 ご要望がございましたら、 ぜひお聞かせください。

　

（後日、 連絡を希望される場合は、 お名前、 ご住所、 ご連絡先などもご記入ください）

省略
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西山のぷまさは、８月２５日、南区にある京都市市民防災センターに行きました。

このセンターでは、台風の風の強さ（左の写真）や地震の揺れの強さなどを体験で

きます。『覚る』曲く』『触れる』『感じるにとで多くのことが学べます。お子さん向け

のコーナーもあるので、皆さん、ぜひ行ってくださし、。

避難が必要な時に出る情報（避難情報）
平成２８年８月に岩手県岩泉町で台風のため、多くの嵩齢箸がとくなりました。嵩齢著が住んでいた施設では、避難情報

がどんな意味なのかを蓬しく理解することができず、避難が必要なのに避難しなかったので、逃げ遅れました。この災害を

きっかけに、避難が意義な蒔にふる構暴の呼び芳をわかりやすく変えることになりました。

災害への備えあれこれ害への備えあれこれ

　　　　　　 　　　
　防災マップの確認

あります。歯がたくさん建った魚こ遥ない場所や
自分が避難する場所を確かめましょう。

非常持ち出し品の準備
食料や貴重品など、非繕蒔に持ち晶す場の
準備をしましょう。

ほう
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か
防災訓練への参加
地域ごとに誘藁前儀力溌ゎれています。積極的に参加し
ましょう。

●他にもできることはたくさんあります。京都市ホームページの防災ポータルサイト「京都市防災危機管理情報館」

（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｂｏｕｓａｉ‐ｋｙｏｔ《｝ｃｉｔｙ．ｉｐ／ｂｏｕｓａｉ／）には誘葵マップや避難所の場所などがたくさん載っています。

下京まっすぐジャーナル第６号の表面は、「わかりやすし、版」としてつくりました。「わかりやすし、版」をつくろうと思ったきっかけなどについては、裏面

下の「西山の′３；まさからのメッセージ」を見てください。

「避難情報」は３種類！※窟撒こ奨零されると蹴りません。
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まだ避難していない人は、緊急に避難。

ある方、乳幼児など）とその支援者は避難
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まつず０′＃ 弱姥３寮駆動 剛のβぼさの日々 の活勤か５

「教育福祉委員会」で質問を重ねる
西山のぷまさは、概ね月２回開催される教育福祉委員会で質問を重ねてし、ます。

障がし、者のコミュニケーション支援
障害者差別解消法が平成２８年４月１日から施行され、役所や事業者に対して「不当な差別

的取扱し、」を禁止し、「合理的配慮の提供」を求めるようになりました。西山のｇｉまさは、市の窓

口におし、て、障がし、者に対するコミュニケーション支援を一層充実させ、知的障がし、などで活

字情報の理解が困難な方にもわかりやすし、文書や冊子を作成するように訴えました。

教員の働き方改革

　

文部科学省が全国の小中学校を対象に実施した調査では、教員の時間外労働が見過ごせなし、状態になっ

てし、ることが判明しました。例えば、一般に「過労死ライン」とされる月８０時間を超える時間外労働をしてし、

る教諭は、小学校で３４％、中学校で５８％にのぼってし、ます。このままでは、教員の心身の健康が損なわれ

かねず、子どもに向き合う時間が十分に確保できません。教員の健康があってこその教育です。こうした状

況を改善できるよう教員の働き方改革を求めました。

病児保育の充実

　

「病児保育」とは、子どもが病気になった時、仕事などの都合で、どうしても家庭で保育ができない場合、

医療機関に付設された施設が一時的に保育を行う制度です。今、非常にニーズが高いことから年々整備が

進んでいます。お母さんの生の声を聞し、ても、高い期待がたくさん寄せられています。まだまだ課題はあり

ますが、より良い制度にできるよう充実を求めました。

　
軟

まつすぐ〆 券 蒸 留”も 勲のβばさか５のメッセージ

ジャーナルの「わかりやすい版（ルビ付き）」をつくろう！

　

「なかなか政治家の声が届かないんです」－ある障害者団体の全

国集会に参加した時、知的障がし、を抱える方につし、ての発言が、

今でも私の心から離れません。与えられる活字情報を理解する

こと自体が困難で、誰に投票してよし、か分からない。そもそも

知的障がし、を抱える方にとって、活字そのものがとても届き

にくし、ことを思い知らされました。そして、それは決して政治

の情報だけでなく、生活に必要な行政情報も、十分に届いてし、

なし、とし、うことに改めて気付かされたのです。

　

知的障がいなど、活字情報の理解に困難を抱える方々にとっ

ては、家族等からの間接的な情報提供が中心で、直接、本人にわか

りやすく情報が届けられることは極めてまれであるとし、うのが現

状です。聴覚障がし、者には手話、視覚障がし、者には点字があり

ますが、活字情報が理解しづらい方々に対して、わかりやすし、表現

が、どの程度配慮されてし、るかといえば、弱者に対して最大に配慮

すべき行政機関ですら、とても充実しているとは言えなし、でしょう。

　

昨年４月、障害者差別解消法が施行されましたが、障がいを抱え

た方が自らの意思決定をきちんと行うためには、必要な情報をわか

りやす＜得られる環境を整備し、その権利を十分に保障しなければ

なりません。私が所属する教育福祉委員会では、京都市に対して、

　

一層わかりやすく情報を提供できるよう、対応を求めています。

　　

しかし、行政に働きかけるのであれば、自分自身こそ率先し

　　　　

て誰にもわかりやすい情報提供に努力しなければならな

　　　

し、のではないが÷そんなふうに思い立って、今回の「下京

　　

まっすぐジャーナル」第６号の表面を「わかりやすい版」とし

　　

て編集してみました。

　

私なりに、いくつもの文献を読み、先行事例の研究にも取り組

みましたが、不十分な点も多々あると思います。皆様はどのよう

な感想をお持ちになつたでしょうか。率直にいろんなご意見を頂

　

戴できれば、これ以上の喜びはありません。いずれにせよ、今後、

社会のあらゆる場面で、誰にもわかりやすい情報提供への意識が

啓発され広がっていけばと念願しております。私自身も、できる限

り、『わかりやすい版」への取り組みを続けてまいりたいと決意して

います。

●ジャーナルをご覧いただし、てし、る一部の方に、今号で紹介した防災や障がし、のある方への情報提供に関連したアンケートを送付してし、ます。

今後の市政に役立てたし、と思いますので、是非、ご協力をお願し、申し上げます。

下京まっすぐジャ．ナル第６号は、印刷版のほかに、点字版、裏面のわかりやすい版も作成しています。

それらを利用したし、と希望される方は、西山の”【まさ事務所までご連絡くださし、。

　

※点字版は、数に限りがあります。

※裏面のわかりやすし、版は、西山のぷまさのホームページにも掲載してし、ます。

－「 甘



アンケート集計（詳細版）

【注】

・割合は、 小数点以下を四捨五入して表示しています。

・割合の合計は、 端数処理の関係で１００％にならないものがあります。

．③及び⑤においては、 その直前の問いの回答により回答いただくこととなりますが、 直前の問いに

対する回答から矛盾が生じるものについても、 調整は行っていません。



①性別・年齢について教えてください。

選択肢 回答数 割合

男性 ５０ ４０％

女性 ５６ ４５％

無回答 １９ １５％

合計 １２５

①性別

‐男性

　

．女性

　

］無回答

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

２０歳未満 Ｏ ０％ Ｏ ０％ Ｏ ０％ Ｏ ０％

２０代 Ｏ ０％ Ｏ ０％ Ｏ ０％ Ｏ ０％

３０代 ２ ２％ １
↓ ２％ １ ２％ Ｏ ０％

４０代 ６ ５％ １
↓ ２％ ４ ７％ １ ５％

５０代 １１ ９％ ５ １０％ ６ １１％ Ｏ ０％

６０代 ２７ ２２％ １２ ２４％ １２ ２１％ ３ １６％

７０代 ４６ ３７％ １９ ３８％ １６ ２９％ １１ ５８％

８０代 ２６ ２１％ ８ １６％ １５ ２７％ ３ １６％

９０歳以上 ４ ３％ ２ ４％ ２ ４％ Ｏ ０％

無回答 ３ ２％ ２ ４％ Ｏ ０％ １ ５％

合計 １２５ ５０ ５６ １９

　

回答者の属性は、 性

別では概ね同割合で
あっ た。

　

年代別では、 ６０代

と７０代とで５９％を

占めており、 これに８

０代を加えると８０％

となる。
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■２０代

　　　

３２％５％

　　　　　　　

＼・，，

　　　　　　

－－３０代

　　　

１

　　　　　　　　　　

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

２１％

　

〆
％

　

， 二８櫨
２２％

　　

，
１

崎 代

　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１７０代

３７％

　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　

■８０代



②地域で実施されている防災訓練への参加状況について教えて〈ださ

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

概ね年に１回は参加している ４１ ３３％ １７ ３４％ １９ ３４％ ５ ２６％

２～３年に１回は参加している ２９ ２３％ １２ ２４％ １３ ２３％ ４ ２１％

ほとんど参加したことがない （参加し

たことがない）
５３ ４２％ ２０ ４０％ ２３ ４１％ １０ ５３％

無回答 ２ ２％ １ ２％ １ ２％ Ｏ ０％

合計 １２５ ５０ ５６ １９

②防災訓練への参加状況（全体）

ー概ね年に１回は参加している

１１２～３年に１回は参加している

図

　

－

　　　　　　　

ｎ“ ば参加は 淋
（参加したことがない）

≦無回答

②防災訓練への参加状況（性別比較）

全体

　　　　　　　　　

男性

　　　　　　　　　

女性

　　　　　　　　　

無回答

・無回答

ｕほとんど参加したことがない（参加したことがない）

ー２～３年に１回は参加している

１概ね年に１回は参加している



年代別回答数

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７Ｏ代 ８０代

９０歳

以上
無回答

概ね年に１回は参加している ４１ Ｏ Ｏ Ｏ ２ １ １１ １４ １０ Ｏ ３

２～３年に１回は参加している ２９ Ｏ Ｏ Ｏ １ ２ ９ ９ ６ ２ Ｏ

ほとんど参加したことがない （参加し

たことがない）
５３ Ｏ Ｏ ２ ３ ７ ７ ２２ １０ ２ Ｏ

無回答 ２ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ Ｏ １ Ｏ Ｏ Ｏ

合計 １２５ Ｏ Ｏ ２ ６ １１ ２７ ４６ ２６ ４ ３

年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

概ね年に１回は参加している ３３％ ０％ ０％ ０％ ３３％ ９％ ４１％ ３０％ ３８％ ０％ １００％

２～３年に１回は参加している ２３％ ０％ ０％ ０％ １７％ １８％ ３３％ ２０％ ２３％ ５０％ ０％

ほとんど参加したことがない （参加し

たことがない）
４２％ ０％ ０％ １００％ ５０％ ６４％ ２６％ ４８％ ３８％ ５０％ ０％

無回答 ２％ ０％ ０％ ０％ ０％ ９％ ０％ ２％ ０％ ０％ ０％

②防災訓練への参加状況 （年代別比較）

＝目一目”
”】
■
■
■

２０歳

　　

２０′ｆｔ

　　

３０′ｒｔ

　　

４０代 ５０ｆｔ

　　

６０代

　　

７０代

未満

　　

　

　　　　

無

　

」
■■
■
■

　

歳
上

　　　　

９

　　　　　　　　　　

０

　

以

ー
，

　　　

嘘

無回答

”ほとんど参加したことがない （参加したことがない）

■２～３年に１回は参加している

１概ね年に１回は参加している

　

防災訓練に２， ３年に１回以上 「参加している」 人

は、 全体で５０％を超える反面、 「ほとんど参加したし
たことがない」 人が４２ ％ い る。

　

年代別では６０代 ～８０代で 「参加している」 人の割
合が多い。

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

　　

０

０

　　

８

　　

６

　　

４

　　

２

．↓



【②で 「３ほとんど参加したことがない（参加したことがない）」 と答えた方のみお答えください。】

③参加したことがない理由について、 最もあてはまるのはどれですか。

ｆ
－－１‐１‐－－－－．・‘～■

　

．・１．・１‐●

　

■

　

■１‐．●

　

．‐■

　

．１‐１．－

　

－１‐１１‐１１１１１１‐１．・ー‐１‐１‐－

　

．・１１－

　

．１１１．－

　

－

　

．１ー‐１．・１．ー

　

．１１．‐１．１‐■

　

．■

　

．・・ｔ・，１１．・■

　

ー

　

．■

　

■

　

ｌ

　

ｒ

　

■・１．■

　

．１１．罵

　

．‐■・１１．・１．‐１－

　

－１１１１１‐‐■‐ｔ・１‐１●・．１．１・１－

　

－

　

■

　

－

　

－

　

■

　

ー

　

．■・１．■

　

．■

　

．・．．１．１‐．・１１●

　

－

　

－

　

－

　

■１１

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 害［ｉ合 回答数 割合

開催されているのを知らない １９ ３７％ １０ ４８％ ４ ２０％ ５ ５０％

見知らぬ人が多いので行きづらい ５ １０％ １ ５％ ３ １５％ １ １０％

時間がない １２ ２４％ ４ １９％ ８ ４０％ Ｏ ０％

参加する必要性を感じない ５ １０％ ２ １０％ １ ５％ ２ ２０％

その他 １０ ２０％ ４ １９％ ４ ２０％ ２ ２０％

合計 ５１ ２１ ２０ １０

※無回答を除いて集計した

③防災訓練に参加したことがない理由（全体）

ー開催されているのを知らない

‐見知らぬ人が多いので行きづらい

ｕ時間がない

－参加する必要性を感じない

．その他

　　　

③防災訓練に参加したことがない理由 （性別比較）

９０％　　

　

　

　　

　　　

　
■亘Ｅ
．
鋤

男性

　　　　　　　　　　　

女性

　　　　　　　　　　

無回答

．開催されているのを知らない

　　

－見知らぬ人が多いので行きづらい

ＬＩ時間がない

　　　　　　　　　　　　

－参加する必要性を感じない

一その他



年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

開催されているのを知らない ３７％ ０％ ０％ １００％ ６７％ ０％ ３３％ ４８％ ２５％ ０％ ０％

見知らぬ人が多いので行きづらい １０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １４％ ３３％ ９％ ０％ ０％ ０％

時間がない ２４％ ０％ ０％ ０％ ３３％ ７１％ ３３％ １３％ １３％ ０％ ０％

参加する必要性を感じない １０％ ０％ ０％ ０％ ０％ １４％ ０％ ９％ ２５％ ０％ ０％

その他 ２０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ２２％ ３８％ １００％ ０％

③防災訓練に参加したことがない理由 （年代別比較）

１墓髭

　

■
　　

　

　

　

　　
６０％

　

－

　

１

　　　
５０％

ー　　

　

０％

　　　

全体

　

２０歳未満 ２０代

ー開催されているのを知らない

”時間がない

‐その他

　

１

　

日
目
目
目
］
■

■
■
－
‘ー
１
１
１
■
ー

５０代

　　

６０代

　　

７０代

　　

８０代

　

９０歳以上

　

無回答

．見知らぬ人が多いので行きづらい

参加する必要性を感じない

　

「開催されているのを知らない」 が一番多く、 「時

間がない」 と続き、 合わせて６割を超えた。

　

「その他」 は健康上の理由が多かった。

年代別回答数 （無回答を除いて集計した）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

開催されているのを知らない １９ Ｏ Ｏ ２ ２ Ｏ ２ １１ ２ Ｏ Ｏ

見知らぬ人が多いので行きづらい ５ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ２ ２ Ｏ Ｏ Ｏ

時間がない １２ Ｏ Ｏ Ｏ １ ５ ２ ３ １ Ｏ Ｏ

参加する必要性を感じない ５ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ Ｏ ２ ２ Ｏ Ｏ

その他 １０ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ５ ３ ２ Ｏ

合計 ５１ Ｏ Ｏ ２ ３ ７ ６ ２３ ８ ２ Ｏ



＝．１１．・＝‐＝＝“’“＝＝＝”．＝＝１‐’””‘＝＝‘＝．‐１””－＝”．＝”－．＝－＝‘””＝＝＝＝＝＝－”＝＝ー‐”．＝‐１＝＝＝＝．・＝１１１‐”“＝”＝＝．＝“‘＝．＝．＝＝＝．＝＝＝－＝‘－．－．”；

④避難情報の名称の－部が、 避難準備情報一避難準備・高齢者等避難開始、 避１

難指示ラ避難指示 （緊急） に変わりましたが、 ご存じでしたか。

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

はい ３７ ３０％ １０ ２０％ １９ ３４％ ８ ４２％

いいえ ８５ ６８％ ３９ ７８％ ３５ ６３％ １１ ５８％

無回答 ３ ２％ １ ２％ ２ ４％ Ｏ ０％

合計 １２５ ５０ ５６ １９

④避難情報の名称変更の認知度（全体）

　　　　

④避難情報の名称変更の認知度 （性別比較）

１００％

９０％

８０％

７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

１０％

　

０％

　　　　　　　　

回

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　

無

‐－－

　　　　　　　　

跳全体

　　　　　　　　　

男性

　　　　　　　　　

女性

．はい

　

．いいえ

　

口無回答



年代別回答数

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

はし、 ３７ Ｏ Ｏ １ １ ２ １１ １５ ６ Ｏ １

し、し、；え ８５ Ｏ Ｏ １ ５ ９ １６ ２９ １９ ４ ２

無回答 ３ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ２ １ Ｏ Ｏ

合計 １２５ Ｏ Ｏ ２ ６ １１ ２７ ４６ ２６ ４ ３

年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

はい ３０％ ０％ ０％ ５０％ １７％ １８％ ４１％ ３３％ ２３％ ０％ ３３％

いいえ ６８％ ０％ ０％ ５０％ ８３％ ８２％ ５９％ ６３％ ７３％ １００％ ６７％

無回答 ２％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４％ ４％ ０％ ０％

　　　　　

④避難情報の名称変更の認知度 （年代別比較）

１００％

９０％

８０％

７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

１０％

　

０％

　　　

酪

　　　　　　　

無

　　　　　　　

歳

　

上

　　　　　　　

９

　　　　　　　　　　　　　　　

０

　

以

　　　

　

．

　　　　　　

賦

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

避難情報の名称の一部が変わったことを知る人は、
３０％で あった。
性別では女性の認知度がやや高く、 年代別では母数

の少ない３０代はさておき、 ６０代の認知度がやや高
か った。



【④で 「１はい」 と答えた方のみお答えください。】

⑤避難青報は、 避難準備・高齢者等避難開始一避難勧告一避難指示 （緊急） の

順に緊迫度が高くなりますが、 ご存じでしたか。
１‐．－

　

－

　

■

　

■

　

．‐１‐．・■・‐・■

　

ー

　

●

　

．１‐露・－

　

■

　

－

　

■

　

．‐●

　

－

　

．■

　

．■

　

■

　

－

　

－

　

．●

　

．－

　

．■

　

－１‐廉

　

■

　

－

　

■

　

’．‐■

　

■

　

．■

　

－

　

．‐■

　

■

　

■

　

－

　

■

　

－

　

■‘‐■

　

－

　

■

　

■

　

．■

　

－

　

■

　

■

　

．‘

　

－

　

■‘‐‐ー

　

．ー

　

．■・．．－

　

－

　

■

　

．‐．．‐■

　

■

　

■・■

　

－

　

■

　

■

　

■

　

■

　

■

　

■

　

■

　

．■

　

．■‐１・■

　

－

　

■

　

－‘

　

．■

　

．■

　

■

　

■

　

董

　

－

　

－

　

■

　

■

　

－

　

－

　

■

　

－・■

　

■

　

■

　

－

　

■

　

ー・■・■

　

■

　

．■

　

．‐●

　

■

　

．・‐‐篇

　

■

　

■

　

－１‐．‐■’

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 害１リ合 回答数 割合 回答数 割合
（変更前の名称だが） １年以

上前から知っている
８ １６％ ２ １１％ ４ １７％ ２ ２２％

この１年くらいの間に知った ２７ ５３％ ９ ４７％ １２ ５２％ ６ ６７％

今回はじめて知った １６ ３１％ ８ ４２％ ７ ３０％ １ １１％

合計 ５１ １９ ２３ ９

※無回答を除いて集計した

⑤避難情報の緊迫度の認知状況（全体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

． （変更前の名称だが） １年以上

回

　　　　　　　

．整 理 電 鞠問‘，索

［－－今回はじめて知った

⑤避難情報の緊迫度の認知状況（性別比較）

　　　　　

ー

　　　　　

▼

　

－

　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

８０％

６０％

１ｏｏ％

　

】４０％

２０％

　

０％

全体

　　　　　　　　　

男性

　　　　　　　　　

女性

　　　　　　　　　

無回答

口今回はじめて知った

－この１年くらいの間に知った

． （変更前の名称だが） １年以上前から知っている



年代別回答数（無回答を除いて集計した）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７ｏ代 ８０代

９０歳

以上
無回答

（変更前の名称だが） １年以

上前から知っている
８ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ Ｏ ４ １ １ Ｏ

この１年くらいの間に知った ２７ Ｏ Ｏ １ Ｏ １ ７ １１ ６ Ｏ １

今回はじめて知った １６ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ ６ ３ ４ １ １

合計 ５１ Ｏ Ｏ １ １ ３ １３ １８ １１ ２ ２

年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

１６％ ０％ ０％ ０％ １００％ ３３％ ０％ ２２％ ９％ ５０％ ０％

この１年くらいの間に知った ５３％ ０％ ０％ １００％ ０％ ３３％ ５４％ ６１％ ５５％ ０％ ５０％

今回はじめて知った ３１％ ０％ ０％ ０％ ０％ ３３％ ４６％ １７％ ３６％ ５０％ ５０％

　　　　

⑤避難情報の緊迫度の認知状況 （年代別比較）

１００％

　

ー １

　　　　　　　

ｌ ｈ冒
ＬＩ

　

Ｂ

　
５０％

　　　
　

　　

　　

　

　　
　

　

０％

　
　
　　

　　　

　

　　　　　　

無

　　　　　　　

歳

　

上

　　　　　　

９

　　　　　　　　　　　　　　

０

　

以

１
１

　　　　　

賦

■１年以上前から知っている

　　

．この１年くらいの間に知った

　　

”今回はじめて知った

　

避難情報の緊迫度の認知状況については、 避難情報の

名称の一部変更を知っていた人 （一部その他の人も含ま

れる） の５３％が 「（変更前の名称だが） １年以上前か
ら知っている」 と回答した。 他方 「今回はじめて知っ
た」 人も３１％いた。



⑥障害者差別解消法が平成２８年４月１日から施行されました。 この法律では事業者に対して、 「不当な差別的取扱い」 を禁

　

…

止し、 「合理的配慮の提供 （事業者においては、 対応に努めること）」 を求めています （以下 「法律の内容」 といいます）。

　

…

このことに関連してお尋ねします。

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合
法律の名称も法律の内容も

知っていた
１４ １１％ ６ １２％ ６ １１％ ２ １１％

法律の名称は知らなかった

が、 法律の内容は知っていた
２６ ２１％ ７ １４％ １４ ２５％ ５ ２６％

法律の名称のみ知っていた ９ ７％ ７ １４％ １ ２％ １ ５％

法律の名称も法律の内容も

今回はじめて知った
６８ ５４％ ２９ ５８％ ２９ ５２％ １０ ５３％

無回答 ８ ６％ １ ２％ ６ １１％ １ ５％

合計 １２５ ５０ ５６ １９

⑥障害者差別解消法の認知度（全体）

．法律の名称も法律の内容も知っ

ていた

１法律の名称は知らなかったが、
法律の内容は知っていた

“法律の名称のみ知っていた

法律の名称も法律の内容も今回

はじめて知った

ー無回答

１００％

８０％

⑥障害者差別解消法の認知度（性別比較）

　

　　　　

　

　　　　

　

　　　　

　
６０％

４０％

　

－ －２８巽
全体 男性 女性

１無回答

法律の名称も法律の内容も今回はじめて知った

ｎ法律の名称のみ知っていた

．法律の名称は知らなかったが、 法律の内容は知っていた

．法律の名称も法律の内容も知っていた

　

　　　　　　　

　

ー
無回答



年代別回答数

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

法律の名称も法律の内容も

知っていた
１４ Ｏ Ｏ Ｏ １↓ １ ２ ７ ３ Ｏ Ｏ

法律の名称は知らなかった

が、 法律の内容は知っていた
２６ Ｏ Ｏ Ｏ ２ １ ７ １０ ５ Ｏ １

法律の名称のみ知っていた ９ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ Ｏ ４ ３ １ Ｏ

法律の名称も法律の内容も

今回はじめて知った
６８ Ｏ Ｏ ２ ３ ７ １８ ２３ １１ ２ ２

無回答 ８ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ Ｏ ２ ４ １ Ｏ

合計 １２５ Ｏ Ｏ ２ ６ １１ ２７ ４６ ２６ ４ ３

年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

法律の名称も法律の内容も

知っていた
１１％ ０％ ０％ ０％ １７％ ９％ ７％ １５％ １２％ ０％ ０％

法律の名称は知らなかった

が、 法律の内容は知っていた
２１％ ０％ ０％ ０％ ３３％ ９％ ２６％ ２２％ １９％ ０％ ３３％

法律の名称のみ知っていた ７％ ０％ ０％ ０％ ０％ ９％ ０％ ９％ １２％ ２５％ ０％

法律の名称も法律の内容も

今回はじめて知った
５４％ ０％ ０％ １００％ ５０％ ６４％ ６７％ ５０％ ４２％ ５０％ ６７％

無回答 ６％ ０％ ０％ ０％ ０％ ９％ ０％ ４％ １５％ ２５％ ０％

⑥障害者差別解消法の認知度（年代別比較）

１００％

　

－

　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　

－

　　

－

　　

．
８０％
６０％

墾義

　

一

　　　　　

■

　

－

　

■

　

－

　

－ “

　

■

全体

　　

２０歳

　　

２０代

　　

３０１ｔ

　　

４０代

　　

５０代

　　

６０代

　　

７０代 ８０代

　　

９０歳

　

無回答

．無回答

法律の名称も法律の内容も今回はじめて知った

－－法律の名称のみ知っていた

．法律の名称は知らなかったが、 法律の内容は知っていた

一法律の名称も法律の内容も知っていた

　

障害者差別解消法に関し、 「法律の名称も法律の内容も今回はじめて知っ

た」 人が５４％であった。

　

「法律の名称も法律の内容も知っていた」 人は１１％であった。



．・＝””．＝．＝””．＝“．■■■■－－●－“＝量－－＝＝●■■■■…■＝■””－”■■■■”＝”■．■”＝－＝…■＝＝－●■■＝＝＝”．‐■－■－．”．書＝＝＝＝＝■＝－●－－■＝－．＝．－－■＝”■．＝■－■－”－”－＝”＝＝■．ｔ

⑦活字情報の理解に困難さを抱えている方に対して、 漢字にルビをふったり、

平易な表現にこころがけたいわゆる 「わかりやすい版」 を作成されている事例

があることはご存じでしたか。
■

　

－

　

．■

　

－・■

　

■

　

．１１１－１．・．・●

　

■・．，．・●

　

－

　

■

　

－

　

■

　

■

　

．‐■

　

－

　

■

　

■

　

－

　

■１１．■・１１‐１‐１１１．‐ｔ

　

．‐１・１１‐■

　

－・．・．．●

　

．冨

　

瞳

　

．・１‘１１‐軍・曾‐・．‐■

　

－

　

■‐１１■

　

■

　

．・１１‐１‐■

　

．・１．‐１‐．・．‐ｔ‐．■１‐‐‐■

　

－

　

－

　

．■

　

－

　

■‐１■‐直・－

　

－

　

．●

　

．■

　

■‐‐ー

　

．１１．‐１１．・ｌ

　

ｔ

　

．■・‐．・１１．‘

　

■１１１．１‐１１１●

”：
．‘：
：
：
：
．：
－・■－■：
－－１１

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

はい １７ １４％ ７ １４％ ８ １４％ ２ １１％

し、し、；ぇ １０２ ８２％ ４２ ８４％ ４３ ７７％ １７ ８９％

無回答 ６ ５％ １ ２％ ５ ９％ Ｏ ０％

合計 １２５ ５０ ５６ １９

⑦「わかりやすい版」の認知度（全体）

⑦「わかりやすい版」の認知度（性別比較）

．はい

　

．いいえ

　

日無回答

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

　

％

０

　

０

　　

０

　

０

　

０

　

０

　

０

　　

０

０

　

０

　

０

０

　

９

　

８

　　

７

　　

６

　

５

　　

４

３

　

２

　

１

．↓



年代別回答数

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

はし、 １７ Ｏ Ｏ １ Ｏ ２ ３ ７ ３ １ Ｏ

いいえ １０２ Ｏ Ｏ １ ６ ９ ２３ ３８ ２０ ２ ３

無回答 ６ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ ３ １ Ｏ

合計 １２５ Ｏ Ｏ ２ ６ １１ ２７ ４６ ２６ ４ ３

年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

はし、 １４％ ０％ ０％ ５０％ ０％ １８％ １１％ １５％ １２％ ２５％ ０％

いいえ ８２％ ０％ ０％ ５０％ １００％ ８２％ ８５％ ８３％ ７７％ ５０％ １００％

無回答 ５％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４％ ２％ １２％ ２５％ ０％

　　　

⑦ 「わかりやすい版」 の認知度 （年代別比較）

１００％

９０％

８０％

７０％

６０％

５０％

４０％

３０％

２０％

１０％

　

０％

　　　　　　　

　

　　　　　　　　

回

　　　　　　　

無

　　　　　　　

歳

　

上

　　　　　　　

９

　　　　　　　　　　　　　　　

０

　

以

　

　　　　　　

　

　

　　　　　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

　　　

　

．はい

　

ーいいえ

　

口無回答

　

「わかりやすい版」 の認知度は、 性別、 年代を問わ

ず極めて低い。



■＝ー－．””＝－．”・＝●＝＝”－－－．＝＝．＝．‐●ｔ－－■＝－●．＝■ー－－－”．＝■－■＝■＝．・‐”■＝＝■■－－，．‐＝■－＝＝＝”ー■＝－●””＝＝＝＝■■■”＝■＝－■””－＝●＝＝＝”－■－■＝■－－■＝＝●－－●＝．■■■”■＝；

⑧市が今後 「わかりやすい版」 の取り組みを進めるとすれば、 そのことについて１

どう思いますか。
■

　

．ー

　

．・．．－

　

－

　

■

　

．■

　

－

　

．・，‐■

　

．・．ー

　

■

　

●

　

■

　

－‘

　

－

　

．１‐■

　

■

　

－

　

－

　

．・‐‐Ｅ‐■

　

ー

　

．■

　

●

　

．■

　

－

　

ー

　

－‐１■

　

■

　

●

　

．・‐■

　

ｌ

　

ｔ・■

　

－

　

－１■‐ｌ

　

ｒ

　

．●

　

．・■

　

－

　

■

　

－

　

－

　

●

　

．●

　

■

　

．－

　

－１１■

　

■

　

．■

　

．・■

　

罵１‐■

　

■・ｔ‐．・．．‐１．■

　

■

　

．■

　

■

　

■１１－

　

－

　

．■

　

■

　

－

　

－

　

■

　

－

　

．１‐．■

　

■・．．■

　

．●

　

■

　

－

　

■

　

ー

　

■

　

－

　

－

　

●

　

－

　

■

　

．‘

　

■

　

－

　

■

　

．■

　

■

　

．・■１‐１‐■

　

罵１‐■

　

■

　

篭

　

．■・■

　

－

　

－

　

■

　

．罵

　

■１‐‐

選択肢
全体 男性 女性 無回答

回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合 回答数 割合

ぜひ進めるべき ７４ ５９％ ２８ ５６％ ３４ ６１％ １２ ６３％

どちりかといえは進める

べき
３３ ２６％ １４ ２８％ １５ ２７％ ４ ２１％

わからない ９ ７％ ４ ８％ ３ ５％ ２ １１％

どちらかといえば進めるベ

きでない
１ １％ １ ２％ Ｏ ０％ Ｏ ０％

進めるべきでない １ １％ １ ２％ Ｏ ０％ Ｏ ０％

無回答 ７ ６％ ２ ４％ ４ ７％ １ ５％

合計 １２５ ５０ ５６ １９

⑧「わかりやすい版」の推進（全体）

１ぜひ進めるべき

１どちらかといえば進めるべき

【ーわからない

コどちらかといえば進めるべきで

　

≠まし・

１進めるべきでない

一無回答

　　　　

⑧ 「わかりやすい版」 の推進 （性別比較）

１００％

８０％

６０％

４０％

２０％

　

０％

　　　　　　

回

一

　　　　　　　　　　　　　　

　
　

ｉ
■
■
■
跳

－

　　

鋤
．ぜひ進めるべき

　　　　　　　　　　　

．どちらかといえば進めるべき

口わからない

　　　　　　　　　　　　　

－」どちらかといえば進めるべきでない

１進めるべきでない

　　　　　　　　　

‐無回答



年代別回答数

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

ぜひ進めるべき ７４ Ｏ Ｏ ２ ４ ６ ２１ ２４ １５ １ １

セいちらかといえは進める

べき
３３ Ｏ Ｏ Ｏ １ ４ ６ １４ ５ ２ １

わからない ９ Ｏ Ｏ Ｏ １ １ Ｏ ６ Ｏ Ｏ １

どちらかといえば進めるベ

きでない
１ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ Ｏ Ｏ

進めるべきでない １ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ １ Ｏ Ｏ

無回答 ７ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ ２ ４ １ Ｏ

合計 １２５ Ｏ Ｏ ２ ６ １１ ２７ ４６ ２６ ４ ３

年代別回答割合 （割合は、 年代中での回答割合を示す。）

選択肢 全体
２０歳

未満
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代

９０歳

以上
無回答

ぜひ進めるべき ５９％ ０％ ０％ １００％ ６７％ ５５％ ７８％ ５２％ ５８％ ２５％ ３３％

どちらかといえば進める

べき
２６％ ０％ ０％ ０％ １７％ ３６％ ２２％ ３０％ １９％ ５０％ ３３％

わからない ７％ ０％ ０％ ０％ １７％ ９％ ０％ １３％ ０％ ０％ ３３％

どちらかといえば進めるベ

きでない
１％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４％ ０％ ０％

進めるべきでない １％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４％ ０％ ０％

無回答 ６％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ０％ ４％ １５％ ２５％ ０％

　　　　

⑧ 「わかりやすい版」 の推進 （年代別比較）

６０％冨ｉ

　

■ーーー”４０％

２０％

　

０％

■
■
■
■
■
吠２０歳

　　

２０代

未満

　　　　　

　

１

　　　　　　　　　　

回

　　　　　

無

　　　　　

歳

　

上

　　　　　

９

　　　　　　　　　　　

０

　

以

１ぜひ進めるべき

　　　　　　　　　　　

１どちらかといえば進めるべき

口わからない

　　　　　　　　　　　　　　

どちらかといえば進めるべきでない

．進めるべきでない

　　　　　　　　　

一無回答

　

６割近くの人が 「ぜひ進めるべき」 と答え、 「どちらかとい

えば進めるべき」と答えた人と合わせると８５％の人が 「進め

るべき」 と答えた。



⑨「わかりやすい版」や今回の下京まっすぐジャーナルの

「わかりやすい版」 の取り組みにご意見がございました

ら、 ぜひお聞かせください。

【わかりやすい版全体についてのご意見】

，誰にでもわかりやすく情報提供していくことは非常に大事なことだと思いま

す。

・ますます高齢者が多くなるので良いと思います。

・今までになかったことなので良いことだ。

・「わかりやすい版」 が作成されているのなら、 どういうふうにみんなに知らさ

れているのか、 それすらわからない。

・わかりやすい、読みやすいのはありがたいが、紙幅が限られるので情報量が少

なくなるのでは。

【下京まっすぐジャーナルについてのご意見】

．今まで知的障がいの方が与えられた情報を理解することが困難で家族からの

情報提供が中心であるとのことに対してあまり考えたことがありませんでした。

確かに聴覚障がい者には手話、視覚障がい者には点字があります。このまっすぐ

ジャーナルを読んで考えさせられました。 気づくことができてよかったと思い

ます。

・小学校中学年位から理解できるような表示で、これならばどの年代の方にもわ

かりやすく、又、読んでみようかなと思わせるなと思いました。 字も大きめでイ

ラストがあるのもよいと思いました。

・下京まっすぐジャーナルの裏面（通常版）は読もうと思わなければ目に止まら

ないが、 表面 （わかりやすい版） は何気なく見てしまう、 読みやすい。



・まっすぐジャーナルは大変よみやすい。 説得力があります。

・今のままでわかります。

・やや文字が多く、読むのに抵抗があります。もう少しイラストやマンガを入れ

ては。

・一目で理解できるような見出しをつけるなど、わかりやすい表現にこころがけ

てく ださい。

・下京まっすぐジャーナルの裏面のメッセージにもルビがある方がよい。裏面も

少し大きな字であれば疲れないと思う。

．固有名詞はルビが必要ですが、「毎年」 や 「日本」 等には必要がないと思いま

す。



１⑩その他、市政に関するご意見、 ご提案、 ご要望がござい１

１ましたら、 ぜひお聞かせください。

　

（後日、 連絡を希望される場合は、 お名前、 ご住所、 ご連１

１絡先などもご記入ください）

省略


